
レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要な小
こもの

物」から「準
じゅんび

備と注
ちゅういてん

意点」、「コツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

お買
か

い物
もの

リスト

ガイド フライフィッシング用
よう

リール＆ロッドセット
管

かんりつ

理釣り場
ば

トラウトバージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

偏
へんこう

光サングラス

フィールドプライヤー

トビケラの
成

せいちゅう

虫

ヒラタカゲロウの幼
ようちゅう

虫

イミテート

イミテート

▶実
じっせき

績のあるドライフライ：エルクヘアカディス

▶同
どう

ニンフフライ：ヘアズ・イヤー・ニンフ

ピンオンリール＆
クリッパーセット

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

ここにはフライラインを
通
とお

さない。フライを仮
かりど

止
めしておく所

ところ

。

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 リールをセットし、ガイドにラインを通
とお

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

【釣
つりぐ

具のセッティング】【フライリールの特
とくちょう

徴】

作
さぎょう

業は、まずロッドをつな
ぎ、リールをセット。続

つづ

い
て、ラインをガイドに通

とお

し、リーダー、ティペット、
フライを結

むす

んでいきます。

3 リーダーリンクを使
つか

って
　  フライラインとリーダー
　  をジョイント

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいきましょう。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

く

ねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。ラインを通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

1〜5の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

回
まわ

してラインの出
で

を調
ちょうせい

整するブレーキシ
ステムです。フライフィッシングは超

ちょう

大
おお

物
もの

以
いがい

外、ドラグを利
りよう

用したファイトをし
ません。ここではラインを軽

かる

く引
ひ

くと出
で

てくる程
ていど

度に圧
あつ

をかけましょう。

基
きほんてき

本的にフライラインを収
しゅうのう

納するだけの道
どうぐ

具と覚
おぼ

えましょう。
ちなみにロッドの８番

ばんいじょう

以上にセットするリールからドラグ機
きのう

能
を使

つか

うことが多
おお

くなります。

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑

ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

リーダーリンク　 １つ

リーダーとフライラインを
簡

かんたん

単に繋
つな

ぐ道
どうぐ

具。今
こんかい

回は５番
ばん

ラインが通
とお

るサイズを購
こうにゅう

入
しましょう。通

つうじょう

常は４～５個
こ

のセットで売
う

られています。

その他
た

の便
べんり

利グッズ　

リーダー ２種
しゅるい

類あると有
ゆうり

利

先
せんたん

端に向
む

かうほど、細
ほそ

くなる糸
いと

で、X（番
ばんて

手）の
表

ひょうじ

示は最
さいせんたんぶ

先端部の太
ふと

さになります。フライの大
おお

きさに合
あ

わせて番
ばんて

手を選
えら

びますが、ここでは４X
と５Xを用

ようい

意しましょう。なお、長
なが

さはロッド
（8.6フィート）よりも少

すこ

し長
なが

い物
もの

を使
つか

います。

ティペット １、２種
しゅるい

類

ハリスに当
あ

たる部
ぶぶん

分の糸
いと

で、
通
つうじょう

常はリーダーの番
ばんて

手より
ひとつ落

お

とした太
ふと

さ（６X）
を使

つか

います。なお狙
ねら

う魚
さかな

が大
おお

きければリーダーと同
どうとう

等の
太
ふと

さを持
も

いましょう。

フライ 各
かく

２～３個
こ

水
すいせいこんちゅう

棲昆虫や陸
りくせいこんちゅう

棲昆虫を模
も

した擬
ぎじえさ

似餌。大
おお

きく分
わ

け
ると４タイプに分

ぶんるい

類されますが、最
さいしょ

初は水
すいめん

面に浮
う

かぶ“ドライ”と沈
しず

む“ニンフ”を用
ようい

意しましょう。
管

かんりつ

理釣り場
ば

のフックサイズ（ハリの大
おお

きさ）は12
番

ばんぜんご

前後で、それぞれ各
かく

２～３個
こ

あると万
ばんぜん

全です。

ドライスプレー

ドライフライを良
よ

く浮
う

かせ
るための撥

はっすいざい

水剤。スプレー
タイプの他

ほか

、粉
こな

やリキッド
状
じょう

のものもあります。

インジケーター　 １、２個
こ

ニンフ釣
つ

り時
じ

に使
しよう

用する
目

めじるし

印で、ウキの役
やくわり

割をしま
す。通

つうじょう

常はティペットに
セットして使

つか

います。

●「ピンオンリール＆クリッパーセット」や
「フィールドプライヤー」、「偏

へんこう

光サングラス」
などは、『ゴールドマニュアルブック』の25
ページを参

さんこう

考にしましょう。

リールの足
あし

で、ここをロッ
ドに乗

の

せて止
と

めます。

ドラグ

ラインを巻
ま

くための、とってです。

ハンドル

フット

4

5

フライラインの先
せんたん

端をリーダーリンクの穴
あな

に通
とお

して片
かたむす

結び。さらにもう一
ひと

つの穴
あな

に

リーダーを通
とお

し、同
どうよう

様に片
かたむす

結びします。それ

ぞれを引
ひ

きあってリーダーリンクの㋐の中
なか

に収
しゅうのう

納して終
しゅうりょう

了です。

4 トリプルサージャンスノットで
　  リーダーとティペットを結

むす

ぶ
5 クリンチノットで
　 フライを結

むす

ぶ

予
あらかじ

め30cmくらいの長
なが

さに切
き

ったティペッ

トの端
はし

とリーダーの先
せんたんぶ

端部を重
かさ

ねて、大
おお

き

めの輪
わ

の片
かたむす

結びをします。続
つづ

いてその輪
わ

の

中
なか

にティペット側
がわ

の糸
いと

（２本
ほん

）を２回
かい

くぐら

せ、締
し

め込
こ

んで完
かんりょう

了です。

イラストのようにティペットをフライのアイ

に絡
から

め、①②の順
じゅん

で糸
いと

を締
し

め込
こ

み結
むす

びま

す。詳
くわ

しくはゴールドマニュアルブック29

ページを参
さんしょう

照して下
くだ

さい。

グリップエンドに設
せっち

置さ
れているリールシートの

差
さ

し込
こ

み口
ぐち

に、フットの先
さき

をは
め込

こ

みます。※ロッドによって
は、リングで挟

はさ

み込
こ

むタイプも
あります。

1 リールシート上
うえ

にフットを
乗
の

せたら、備
そな

え付
つ

けのリン
グをかまして借

か

り止
ど

めします。

2 スクリュー式
しき

のネジを締
し

めて、リングをしっかり
固
こてい

定します。

3

ふたつ折
お

りにした先
せんたん

端
を竿

さおじり

尻よりのガイドか
ら順

じゅん

に通
とお

して行
い

きます。

ラインをリールから引
ひ

き出
だ

し、写
しゃしん

真ようにふ
たつ折

お

りにして持
も

ちます。

4

フライラインは自
じちょう

重
があるため、ガイド

通
とお

し時
とき

に、スッポ抜
ぬ

けること
があります。それを防

ぼうし

止する
のが、このふたつ折

お

りです。
ちなみに仮

かり

に抜
ぬ

けたとしても、
写
しゃしん

真のようにガイドにひっか
かってくれます。

5 -2

5

ガイドの先
せんたん

端まで
通
とお

したら、折
お

り返
かえ

したラインを伸
の

ばして
終
しゅうりょう

了です。

6

1

2㋐

※ロッドの穂
ほさき

先（先
せんたん

端
部
ぶ

）はデリケートな
ので、やさしく扱

あつか

い
ましょうね！

フックキーパー



キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

★釣
つ

り方
かた

のコツ：管
かんりつ

理釣り場
ば

のトラウト編
へん

魚
さかな

が居
いつ

着く所
ところ

は、空
くうき

気が
豊
ほうふ

富にある（有
ゆうぞんさんそりょう

存酸素量
が多

おお

い）場
ばしょ

所。かくはん
器
きまわ

周りや流
なが

れ込
こ

みが１級
きゅう

ポイントになります。ま
た身

み

を隠
かく

す大
おおいわまわ

岩周りや、
通
つうじょう

常、足
あしもと

元より２～３ｍ
の場

ばしょ

所にあるカケアガリ
も狙
ねら

い目
め

となります。

★管
かんつ

釣りの
　ポイントはココ

攻
こうりゃく

略のキーポイントは水
すいめん

面のザワつき！
２種

しゅるい

類のフライでトラウトたちを迎
げいげき

撃

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかりお手
てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しましょう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

け
たり、壊

こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに
残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場
ばあい

合は…

バッド部
ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

きます。ジョイント部
ぶ

がキツク
締
し

まっている場
ばあい

合は、ロッドを水
すい

平
へい

に持
も

ち、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分を持
も

って、
雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジりながら引
ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さない
こと。穂

ほさき

先が折
お

れてしまうので
要
ようちゅうい

注意です！

1

●正
ただ

しいグリップを
　覚

おぼ

えよう

もっとも握
にぎ

りやすく振
ふ

りやすいグ
リップが、この“サムオントップ”に
なります。
指
ゆび

をグリップの真
まうえ

上に乗
の

せ、残
のこ

りの４
本
ほん

で軽
かる

く握
にぎ

りましょう。

●まずはロールキャストをマスター！

1

2

3 4 5

6

フライフィッシングは、ロッ
ドを前

ぜんご

後に振
ふ

りながら、ポイ
ントに至

いた

る距
きょりぶん

離分のラインを
引
ひ

き出
だ

してキャストします
が、ビギナーがまず覚

おぼ

えるな
らロールキャストです。バッ
クスペースがなくても、前

ぜんぽう

方
にキャストできるスグレもの
で、これで十

じゅうぶんたの

分楽しめます。

①準
じゅんび

備としてラインを４、５ｍ程
ていど

度リールから引
ひ

き出
だ

し、
ロッドを振

ふ

り降
お

ろして前
ぜんぽう

方に飛
と

ばします。その後
あと

、ロッド
が水
すいめん

面と平
へいこう

行になるように構
かま

え、左
ひだりて

手でリールと第
だい

１ガイ
ドの間

あいだ

のラインをつかみ、腰
こし

の位
いち

置にキープします。

③ロッドが耳
みみ

の横
よこ

を通
つうか

過し、時
とけい

計の10時
じ

の位
いち

置まで引
ひ

き上
あ

げたら、一
いちど

度ストップ。ラインが肩
かたご

越しに来
く

るまで
待
ま

ちます。

②ロッドをゆっくり立
た

てて行
い

きま
す。水

すいめん

面でラインが徐
じょじょ

々に伸
の

びて
近
ちか

づく速
そくど

度で行
おこな

いましょう。なお
ロッドの角

かくど

度は、垂
すいちょく

直よりやや右
みぎ

に傾
かたむ

けるのが理
りそうてき

想的です。

④ラインが肩
かたご

越しを通
つうか

過したら、瞬
しゅんじ

時にロッ
ドを振

ふ

り降
お

ろします。この時
とき

、ロッドの角
かくど

度を
垂
すいちょく

直に戻
もど

すことを忘
わす

れずに行
おこな

いましょう。 ⑤時
とけい

計の２時
じ

の位
いち

置で急
きゅうげき

激に止
と

めを入
い

れます。ラインは輪
わ

を描
えが

いて前
ぜんぽう

方へと伸
の

びて行
い

きます。

⑥輪
わ

がターンオーバーする（輪
わ

が伸
の

びきる）タイミングで、ロッドを水
すいへい

平よ
りやや上

うわむ

向きの位
いち

置に移
いどう

動させて一
いちれん

連の流
なが

れは終
しゅうりょう

了。ラインを出
だ

しなが
ら、これを何

なんど

度が繰
く

り返
かえ

してポイントにフライを届
とど

けます。

　ビギナーは、フライをキャストするスペースが十
じゅうぶん

分にあり、魚
さかな

が大
たいりょう

量に放
ほうりゅう

流さ
れている管

かんりつ

理釣り場
ば

からスタートしましょう。
　自

しぜんけいりゅうがた

然渓流型や人
じんこうけいりゅうがた

工渓流型など、さまざまなタイプがありますが、狙
ねら

い目
め

はズバ
リ、ポンド（池

いけ

）型
がた

。ライン処
しょり

理を必
ひつよう

要とする急
きゅうげき

激な流
なが

れもなく、ポイントが絞
しぼ

り
込
こ

みやすいメリットがあります。

●アワセ

　魚
さかな

が食
く

いつく瞬
しゅんかん

間が見
み

えて超エキサイティングなドライフライ。ニ
ンフもインジケーターが消

け

し込
こ

む明
めいかく

確なアタリが出
で

るのでアワセを入
い

れるタイミングはイージーです。ただ、寄
よ

せはリールで行
おこな

わないので慣
な

れが必
ひつよう

要。それぞれのコツを紹
しょうかい

介しましょう。

アワセから取
と

り込
こ

み
までを覚

おぼ

えよう！

ドライフライ、もしくはインジケー

ターに変
へんか

化を捉
とら

えたら、手
てくび

首のスナッ

プと同
どうじ

時に、フライラインを軽
かる

く引
ひ

っ

張
ぱ

ります。この動
うご

きで、ラインが張
は

られ

フッキングに持
も

ちこめます。

●ファイト

フライラインをしっかりつかんで

ロッドを起
お

こし、その反
はんぱつりょく

発力を最
さいだいげん

大限

に生
い

かして魚
さかな

を弱
よわ

らせます。もし魚
さかな

が

走
はし

った場
ばあい

合は、魚
さかな

と反
はんたいほうこう

対方向（サイド

プレッシャーをかけて）にロッドを向
む

けて対
たいおう

応しましょう。

なお魚
さかな

の走
はし

りが強
きょうれつ

烈な場
ばあい

合は、しっか

りつかんでいたフライラインを緩
ゆる

め、

滑
すべ

らすようにラインを出
だ

してファイ

トしましょう。

●寄
よ

せとランディング
魚
さかな

が弱
よわ

まったら、そのままの姿
しせい

勢を保
たも

ち、フ

ライラインを手
たぐ

繰って寄
よ

せてきます。

注
ちゅういてん

意点は、ロッドを持
も

つ手
て

でフライラインを

押
お

さえながら行
おこな

うこと。そこを起
きてん

点にテン

ションを保
たも

ち、もう一
いっ

方
ぽう

の手
て

でラインを引
ひ

い

て寄
よ

せて行
い

きます。

取
と

り込
こ

みは、魚
さかな

の頭
あたま

か

らタモに入
い

れてすく

うこと！

ライズが多
おお

ければドライフライで迎
げいげき

撃

2 静
しず

かならインジケーターを付
つ

けニンフで探
さぐ

る

　水
すいめん

面が静
しず

かなら、魚
さかな

が表
ひょうそう

層を意
いしき

識していません。狙
ねら

いを水
すいめんか

面下に絞
しぼ

り、ニンフフライを
チョイス。右

みぎうえ

上で紹
しょうかい

介したポイントを中
ちゅうしん

心に攻
せ

めましょう。
　なお、その時

とき

はインジケーターをセット。アタリを的
てきかく

確に捉
とら

えて釣
つ

りましょうね。

★食
く

い渋
しぶ

る場
ばあい

合は
　誘

さそ

いを入
い

れてチェック！
　魚

さかな

に食
く

い気
け

がない場
ばあい

合は、イラストのようにフライラインをチョ

ンチョンと引
ひ

いて、ニンフを動
うご

かしてみましょう。魚
さかな

は、目
め

の前
まえ

にあ

るエサが動
うご

くと反
はんのう

応する場
ばあい

合があります（リアクションバイトと

呼
よ

ぶ）。なお、この連
れんぞく

続の動
うご

きや、引
ひ

っ張
ぱ

る長
なが

さを変
か

えて探
さぐ

るのも

効
こうかてき

果的となりますので実
じっせん

戦してみましょう。

　ポンドに付
つ

いたら、まず水
すいめん

面をチェックしましょう。水
すいめん

面に
波
はもん

紋（ライズと呼
よ

ぶ）が多
おお

く出
で

ていたら迷
まよ

わずドライフライをセ
レクト。その波

はもんちか

紋近くにフライをキャストして勝
しょうぶ

負です。
　波

はもん

紋は、魚
さかな

が水
すいめんふきん

面付近に飛
と

んでいるエサ（水
すいせいこんちゅう

棲昆虫が羽
うか

化した
もの）を食

た

べていることを意
いみ

味しています。つまり、水
すいめん

面に浮
う

くド
ライフライにも良

よ

く反
はんのう

応し、イージーに釣
つ

れるってワケです。

インジケーターの両
りょうはし

端の軸
じく

にあるストッパーを外
はず

し、ティペットに通
とお

します。

その後
あと

、探
さぐ

りたい深
ふか

さの位
いち

置にインジケーターを

当
あ

てて、その切
き

り込
こ

みにティペットを入
い

れます。

最
さいご

後にストッパーを軸
じく

に戻
もど

して止
と

めて完
かんりょう

了です。

※30㎝以
いじょう

上の水
すいしん

深を探
さぐ

る場
ばあい

合は、ティペットを

交
こうかん

換し、探
さぐ

りたい深
ふか

さの長
なが

さにしましょう。

インジケーター
の付

つ

け方
かた

準
じゅんび

備

軽
かる

く押
お

さえる


